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１．はじめに
　わが国は，2007年に特別支援教育が開始され，障
害者基本法の改正や障害者総合支援法の成立，障害
者差別解消法の成立および障害者雇用促進法の改正
など，様々な法制度の整備を行い，2014年に国連障
害者の権利条約（障害者の権利に関する条約：以
下，権利条約）に批准した．それとともに，共生
社会の実現に向けて，「インクルーシブ教育システ
ム」（inclusive education system，署名時仮訳：包
容する教育制度）の構築が推進され，障害のある当
事者の意思の尊重や合理的配慮など，当事者の視点
に立った支援や当事者の意見を反映した教育環境の
整備，各市町の障害福祉計画策定などが行われるよ
うになった．例えば，医療的ケアが必要な児童生徒
（以下，医療的ケア児）は，本人や保護者が希望す
れば地域の幼稚園，小・中学校などに通うことが可
能となり，在籍者数（幼稚園，小・中・高等学校）
は2018年の974名から約500名増加し，2019年は1453
名となっている1）．この医療的ケア児の例のように，

当事者や保護者の意思や希望，身体的状態，心理的
状態を反映し，合理的配慮を通常の小・中学校など
で行うことが当たり前の社会となりつつある．
　その一方で，障害のある当事者の障害受容過程（障
害のある人が自らの障害をどのように理解，解釈し
ていくかについての過程）における心理的体験の研
究について生田と赤木2）は，蓄積がみられるものの，
脊椎損傷，身体障害などの中途障害者を対象にした
研究（例えば，垣3）；橋本4））や障害児の親を対象
にした研究（例えば，Drotar et al.5）；中田6））が中
心であると述べている．確かに，知的障害や言語障
害を伴う障害の場合には，面接調査や質問紙調査
を実施することが難しく，当事者の体験を明らかに
しがたいという課題が挙げられる．しかしながら，
知的な遅れや言語の遅れがない障害種についての障
害受容の先行研究についても少なさが指摘されてい 
る2）．その1つが脳性麻痺の当事者である．
　脳性麻痺（Cerebral Palsy ：以下，CP）とは，旧
厚生省脳性麻痺研究班の定義によると，「受胎から4
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要　　　約

　本研究の目的は，障害のある当事者の「障害受容」や「障害認識」，「障害に対する意味づけ」に関
する先行研究を概観し，障害種別にまとめを試み，事故や病気で後天性の障害を負い肢体不自由となっ
た方や先天性脳性麻痺者が人生の中で自己の障害をどのように意味づけてきたのかを明らかにするこ
ととであった．「障害　当事者　障害受容」の検索キーワードで J-STAGE を用いて論文検索を行っ
た結果，43件の論文が抽出された．2000年以降に障害のある当事者の障害受容に関する研究は多様な
障害種に広がり，総数も大きな増加が見られた．また，事故や病気で後天性の障害を負い肢体不自由
となった方の障害受容に関する論文と比べて，先天性の肢体不自由者の論文は少ないことが分かった．
更に，後天性の肢体不自由者の障害受容は，Cohn や上田などの従来の障害受容論が適応できる結果
となったが，先天性の脳性麻痺者では，障害を常態視しているなど，従来の障害受容論では説明のつ
かない，独自の障害受容過程があると示唆された．

総　説
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週間以内の新生児までの間に生じた，脳の非進行性
病変に基づく永続的な，しかし変化しうる運動およ
び姿勢の異常であり，その症状が満2歳までに発現
するもので，進行性疾患や一過性の運動障害，また
は将来正常化するであろうと思われる運動発達遅滞
は除外する」である7,8）．日本国内の脳性麻痺者は，
痙直型が8割，混合型が1割で，その他の障害型（ア
テトーゼ型，強剛型，失調型，無緊張型）が1割と
され，大半が痙直型とされている9）．知的能力や言
語能力に障害が生じる場合もあるが，個人によって，
知的能力が正常範囲である場合や，言語障害があっ
ても早期の言語聴覚療法によって，会話が可能にな
る場合があると報告されている10）．
　このような先天性脳性麻痺者にとって，障害がど
のようなものであるか，つまり，個々人が自身の障
害や困難さをいつ，どのように意味づけているのか
を知ることは，当事者自身の自己理解や他者理解を
深めるだけでなく，支援者や家族が障害のある当事
者と関わる際にも必要な知識であるといえる．また，
上述の先天性脳性麻痺者だけでなく，様々な種類の
障害のある当事者の障害受容過程における心理的体
験の研究について，障害種ごとに横断的に調査され
た研究はみられていない．さらに，先天性の肢体不
自由者（脳性麻痺）と，事故や病気など後天性の肢
体不自由者では，自身の障害や困難さの意味づけに
ついて違いがあるのか比較した研究などもみられな
い．したがって，本研究では，障害のある当事者の
「障害受容」や「障害認識」，「障害に対する意味づ
け」に関する先行研究を概観し，障害種別にまとめ
を試み，事故や病気で後天性の障害を負い肢体不自
由となった方や先天性脳性麻痺者が人生の中で自己
の障害をどのように意味づけてきたのかを明らかに
することを目的とする．これらを明らかにできれば，
肢体不自由者や脳性麻痺者の心理の理解および支援
に役立てられると考えられる．

２．方法
　国内における障害のある当事者の障害受容過程に
おける心理的体験の動向について明らかにするため
に，J-STAGE を用いて，以下の手順で論文検索を
行った．まず，「障害　当事者　障害受容」「障害　
当事者　障害認識」というキーワードで検索（1次
検索）した．その際，検索対象期間は，特に設けなかっ
た．検索された論文を読み，障害のある当事者の「障
害受容」や「障害認識」，更に，それらと紐づけて
解釈する際に用いられる「折り合い」「意味づけ」
などのキーワードで論文を再度抽出（2次抽出）した．
そして，抽出された論文について，（1）タイトル，

（2）著者，（3）雑誌・巻，ページ，発行，（4）目的，
（5）対象，（6）方法，（7）結果という7つの観点か
ら整理した．

３．結果
３．１　対象文献数
　検索キーワード「障害　当事者　障害受容」では，
査読あり論文が241件検索（1次検索）された（2024
年1月5日現在）．このうち障害のある当事者の障害
受容に関係のない論文を除外した結果（2次抽出），
論文は43件となった．除外した論文の中には，障害
のある当事者の家族（両親や母親，父親，きょうだ
い）についての障害受容の論文が35件あり，発達障
害のある子どもの親の障害受容に関する論文が14件
見られた．また，検索キーワード「障害　当事者　
障害理解」では，査読あり論文が120件検索（1次検
索）された（2024年1月5日現在）．このうち障害の
ある当事者の障害受容に関係のない論文を除外した
結果（2次抽出），論文は20件となった．この論文20
件は，上述の検索キーワード「障害　当事者　障害
受容」で2次抽出された論文と重複していた．その
ため，以下に43件（このうち2件は複数の障害種（1
件：先天性の視覚障害，先天性の聴覚障害，後天性
の肢体不自由，1件：精神障害，autism spectrum 
disorder：以下，ASD）について書かれた論文であっ
た）について整理した．障害種別の結果については，
43件の論文の中に上記の2件が複数障害種の表記が
見られたため，その3種類の障害を3件と数え，46件
とした．
３．２　障害種別の検索結果について
　検索された論文の種類を表1に示した．障害のあ
る当事者の障害受容に関する論文は各障害種等に分
類すると46件であった．障害種別の検索結果では，
抽出された論文の結論から先天性の障害と，事故や
病気など後天性の障害では，自身の障害や困難さの
意味づけについて違いがみられた．そのため，同じ
障害でも先天性と後天性に分けて整理することと
した．その結果，視覚障害では先天性が1件，中途
視覚障害などの後天性が3件，聴覚障害では人工内
耳装用者などの先天性が3件，一側性難聴などの後
天性が3件，知的障害では1件，肢体不自由では先天
性が1件，事故や病気などの後天性が16件，精神障
害では8件，自閉スペクトラム症では2件，筋萎縮性
側索硬化症では1件，癌などによる咽頭摘出者では2
件，失語症では2件，在宅酸素療法を受けている者
では1件，膠原病では1件，トゥレット症候群では1
件，計46件検索された．このうち，最も論文数が多
かったのは，事故や病気などの後天性肢体不自由が



11先天性脳性麻痺者の自己の障害に対する心理過程の研究動向と展望

16件（34.8%）であった．また，本研究の目的の「事
故や病気で後天性の障害を負い肢体不自由となった
方」と「先天性肢体不自由者（本研究では先天性脳
性麻痺者）」の自己の障害の意味づけを比較するた
めに，「3．4　後天性の肢体不自由の当事者におけ
る障害受容について」と「3．5　先天性の肢体不自

由（脳性麻痺）の当事者における障害受容について」
にまとめを試みた．
３．３　各年代における各障害種等の論文数
　次に年代別の検索結果を図1と表2に示した．論文
数は，1990年～1999年が0件，2000年～2009年が12件，
2010年～2019年が24件，2020年～2023年が10件，計
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3 6.5

1 2.2

1 2.2

16 34.8
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2 4.3

1 2.2

2 4.3

2 4.3

1 2.2

1 2.2

1 2.2トゥレット症候群 松田（2013）
51)

失語症 能智（2006）
47)
，吉畑（2018）

48)

在宅酸素療法を受けている者 工藤（2022）
49)

膠原病 岡本・石田（2023）
50)

自閉スペクトラム症(ASD) 御旅屋 （2017）
38)

，平野（2022）
43)

筋萎縮性側索硬化症(ALS) 隅田（2010）
44)

咽頭摘出者 辻・間瀬・寺﨑（2008）
45)
，間瀬・寺崎・辻（2009）

46)

肢体不自由（先天性） 田垣（2002）
20)

肢体不自由（後天性：脳卒中など）

田垣（2004）
3)
，笹原（2005）

21)
，田垣（2006）

22)
，松本・泉（2007）

23)
，

盛田・阿部（2007）
24)
，井出・藤村（2013）

25)
，井出・山崎・藤村・楠永

（2013）
26)

，北尾・鈴木・土井・清水（2013）
27)

，林（2018）
28)
，喜多・池田・

仲渡（2019）
29)
，北村・宮本（2019）

30)
，志戸岡・内藤（2019）

31)
，関（2020）

32)

佐久間・小澤（2021）
33)

，長谷川・米田（2022）
11)

，金原・笹田（2023）

精神障害

半田・日下・叶谷・佐藤（2004）
35)
，齋藤（2009）

36)
，池谷（2013）

37)
，

御旅屋 （2017）
38)

，瀬戸口・糸嶺（2017）
39)

，瀬戸口 ・糸嶺・朝倉・鈴木

（2017）
40)

，瀬戸口・糸嶺・町田・鈴木（2018）
41)

，前原（2019）
42)

聴覚障害（先天性） 荒木（2014）
15)
，荒木・新井（2017）

16)
，長谷川・米田（2022）

11)

聴覚障害（後天性） 岡野・廣田（2014）
17)
，岡野・廣田（2015）

18)
，勝谷（2019）

19)

知的障害 生田・赤木（2021）
11)

視覚障害（後天性） 柏倉（2005）
12)
，坪田・安房・駿河（2017）

13)
，橋本（2018）

14)

障害種等 文献

視覚障害（先天性） 長谷川・米田（2022）
11)

注）このうち 2件は複数の障害種【長谷川・米田 11)：先天性の視覚障害・先天性の聴覚障害・後天性の肢体

不自由，御旅屋 38）：精神障害・ASD】について書かれた論文であった．

，

34)

表１　検索された論文の種類

図１　各年代における障害のある当事者の障害受容に関する論文数
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障害種別の
論文の合計

1 1

1 2 3

2 1 3

3 3

1 1
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5 7 4 16

2 6 8

1 1 2

1 1

2 2

1 1 2

1 1

1 1

1 1

0 12 24 10 46

失語症

在宅酸素療法を受けている者

膠原病

　　　　　　　　　　　年代

障害種等

視覚障害（先天性）

トゥレット症候群

各年代の論文の合計

視覚障害（後天性）

肢体不自由（先天性）

肢体不自由（後天性：脳卒中など）

精神障害

自閉スペクトラム症(ASD)

筋萎縮性側索硬化症(ALS)

咽頭摘出者

聴覚障害（先天性）

聴覚障害（後天性）

知的障害

注）単位は，件 

表２　各年代における障害種別等の論文数

46件検索された．1999年以前の論文は1件も見られ
なかったが，2000年以降に障害のある当事者の障害
受容に関する研究は多様な障害種に広がり，総数も
大きな増加が見られた．
３．４　�後天性の肢体不自由の当事者における障害

受容について
　先行研究で最も多く見られたのが，事故や病気で
後天性の障害を負い肢体不自由となった方を対象と
した障害受容に関する論文（16件）であった．この
うち1件は先天性の聴覚障害や視覚障害の大学生（各
2名）とともに，高校時代に受傷し，肢体不自由となっ
た大学生1名の障害受容について書かれた論文11）で
あった．この論文11）は，先天性の障害についての表
記の割合が大きかったため，次の表3の「肢体不自
由（後天性：脳卒中など）の当事者における障害受
容の先行研究」では除外し，表4の「先天性の肢体
不自由（脳性麻痺）の当事者における障害受容につ
いて」に表記することとした．
　表3は，肢体不自由（後天性：脳卒中など）の当
事者における障害受容の先行研究を7つの観点から
整理し，表示した．15件の論文の目的は，当事者の
障害の受傷から障害を受容していく過程における心
理的体験の動向について明らかにするものが多く見
られた．対象は，脳卒中や高次脳機能障害などの脳
血管障害者が7件，頸椎損傷者が3件，脊髄損傷者が

6件で，年齢は10歳代から70歳代と様々であった．
研究方法では，インタビュー調査を行い，得られた
データを質的に分析した論文が13件，脳卒中当事者
である著者自身の語りをまとめた論文が1件，Web
調査と質問紙調査から得られたデータを統計解析ソ
フトで分析した論文が1件であった．結果では，事
故や病気で障害を負ったことによる「痛み」や「苦
しみ」「葛藤」「負の感情」などの表記が多く見られ，
家族や妻の支えや他者とのかかわりなどを通じて時
間をかけて，「対処行動」を見つけながら自身の障
害と向き合っていく姿が多くの論文で見られた．ま
た，高次脳機能障害者は「障害を受容も拒否もしな
いまま，いくつかの課題に立ち向かいながら生きて
いる」と言え，＜受容なきままの覚悟＞をもって
生きる存在として認識することができる28）と述べら
れ，受容と拒否の間で揺れながらも，困難な場面に
取り組む様子がうかがえた．
３．５　�先天性の肢体不自由（脳性麻痺）の当事者

における障害受容について
　表1と表2から，先天性の肢体不自由の当事者に
おける障害受容に関する論文は田垣20）の1件のみで
あった．この1件の論文だけで先天性の肢体不自由
の当事者における障害受容をまとめることは難しい
ため，著者と研究参加者2名で協議し，再検索にふ
さわしいキーワードを「肢体不自由　障害受容」「脳
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学
研

究
, 
20
04
年

, 

19
巻

, 
3号

, 
15
9-
17
4.

①
各

生
活

パ
タ

ー
ン

の
変

化
の

中
で

，
障

害
へ

の
意

味
づ

け
の

長
期

的
な

変
化

プ
ロ

セ
ス

を
明

ら
か

に
し

，
②

そ
の

結
果

，
現

状
に

お
い

て
，

生
活

の
肯

定
的

側
面

と
，

障
害

に
伴

う
不

利
益

は
そ

れ
ぞ
れ

ど
の

よ
う

に
意

味

づ
け

ら
れ
て

い
る

の
か

を
検

討

す
る

こ
と

中
途

重
度

肢
体

障

害
者

1
0
名

（
外

傷

性
脊

髄
損

傷
）

（
28
歳

～
52
歳

）

半
構

造
化

面
接

を
実

施
し

，

K
J
法

で
分

析

本
研

究
の

対
象

者
は

，
「

現
状

は
良

く
な

っ
た

」
と

共
に

意
味

つ
げ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

た
．

ま

た
，

障
害

者
と

の
か

か
わ

り
が

問
題

の
解

決
に

寄
与

し
た

と
語

っ
て

い
る

．
関

係
性

へ
の

意
味

づ

け
は

，
か

か
わ

り
の

対
象

と
な

る
障

害
者

の
障

害
の

種
類

や
程

度
に

よ
っ
て

異
な

っ
て

い
る

．
同

種
の

障
害

者
で

あ
る

脊
髄

損
傷

者
と

の
か

か
わ

り
は

，
不

治
の

判
明

の
衝

撃
や

自
宅

療
養

中
の

「
ス

ト
レ

ス
」

と
い

っ
た

否
定

的
な

状
況

か
ら

の
立

ち
直

り
，

あ
る

い
は

機
能

回
復

の
契

機
等

，

自
身

が
抱

え
る

問
題

に
直

接
的

に
寄

与
し

た
と

意
味

づ
け

ら
れ
て

い
る

．
 

中
途

障
害

か
ら

生
じ

る
問

題
は

，
長

期
的

な
プ

ロ
セ

ス
か

ら
と

ら
え

る
こ

と
の

有
効

性
が

明
示

さ

れ
た

．

2
脳

血
管

障
害

を
も
つ

壮
年

期
の

人
々

の
在

宅
生

活
に

関
わ

る
願

望
の

内
容

笹
原

千
穂

2
1
)

日
本

地
域

看
護

学
会

誌
, 

20
05
年

, 
8巻

, 
1号

, 

24
-3
0.

壮
年

期
に

あ
る

脳
血

管
障

害
患

者
の

在
宅

生
活

に
関

わ
る

願
望

を
具

体
的

に
明

ら
か

に
し

,
 
地

域
生

活
を

支
援

す
る

た
め

の
看

護
上

の
示

唆
を

得
る

こ
と

脳
血

管
障

害
患

者

10
名

（
30
～

50
代

）

イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
調

査
を

行

い
，

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

カ
テ

ゴ
リ

ー
化

し
，

帰
納

法
的

に
分

析

【
良

く
な

り
た

い
】

【
役

に
立

ち
た

い
】

【
趣

味
・

得
意

な
こ

と
を

し
た

い
】

【
自

由
に

外
出

し

た
い

】
【

情
報

が
ほ

し
い

】
【

サ
ー

ビ
ス

へ
の

意
見

・
提

言
】

と
い

う
カ

テ
ゴ
リ

ー
が

抽
出

さ
れ

た
．

本
研

究
の

対
象

者
は

，
A
D
Lが

ほ
ぼ

自
立

し
て

い
る

者
が

多
か

っ
た

が
，

次
の

よ
う

な
示

唆

が
得

ら
れ

た
．

(1
)願

望
の

内
容

に
共

通
し
て

い
た

こ
と

は
，

自
分

も
主

体
的

に
何

か
を

し
て

い
き

た
い

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
．

(2
)願

望
は

発
症

前
か

ら
好

き
だ

っ
た

こ
と

，
得

意
な

こ
と

に
関

連

し
て

話
さ

れ
る

場
合

が
多

か
っ

た
．

(3
)願

望
の

内
容

は
個

別
性

が
高

く
，

ま
た

既
存

の
サ

ー
ビ

ス

だ
け

で
は

対
応

で
き

な
い

願
望

も
あ

っ
た

．
今

後
は

願
望

の
実

現
に

向
け

て
当

事
者

と
と

も
に

支

援
示

方
法

を
検

討
し
て

い
く

こ
と

が
課

題
と

考
え

ら
れ

た
．

3
障

害
の

意
味

の
長

期

的
変

化
と

短
期

的
変

化
の

比
較

研
究

脊
髄

損
傷

者
の

ラ
イ

フ
ス

ト
ー

リ
ー
よ

り

田
垣

正
晋

2
2
)

質
的

心
理

学
研

究
, 
20
06
年

, 

5
巻

, 
1号

, 
70
-9
8.

脊
髄

損
傷

者
の

ラ
イ

フ
ス

ト
ー

リ
ー

か
ら

，
受

障
期

間
の

長
い

者
と

短
い

者
と

に
お

い
て

は
，

障
害

の
意

味
づ

け
に

ど
の

よ
う

な
違

い
が

あ
る

の
か

を
検

討
す

る
こ

と

受
障

期
間

が
15
年

以
上

に
な

る
脊

髄

損
傷

者
（

以
下

，

長
期

）
10
名

と
，

7年
以

内
の

脊
髄

損
傷

者
（

短
期

）

14
名

（
32
歳

～
52

歳
）

半
構

造
化

面
接

を
各

々
に

行
い

，
K
J
法

を
参

考
に

し

て
分

析

第
1に

，
受

障
期

間
が

長
く

な
る

に
つ

れ
て

，
肯

定
的

意
味

づ
け

の
内

容
お

よ
び

比
較

対
象

が
増

え

た
．

さ
ま

ざ
ま

な
生

活
文

脈
を

生
き

て
行

く
に

つ
れ
て

，
意

味
づ

け
も

複
雑

に
な

る
と

考
え

ら
れ

た
．

第
2に

，
受

障
期

間
が

長
い

者
の

方
が

，
受

障
し

な
い

場
合

の
自

己
を

基
準

に
し
て

，
現

状
の

肯
定

的
側

面
を

語
る

傾
向

が
あ

っ
た

．
肯

定
的

意
味

づ
け

は
，

受
障

前
の

自
己

だ
け

で
は

な
く

，

受
障

し
な

い
場

合
の

自
己

を
基

準
と

す
る

方
が

，
障

害
と

の
因

果
関

係
が

顕
著

に
な

る
と

考
え

ら

れ
た

．
第

3に
，

障
害

に
伴

う
不

利
益

の
特

徴
と

し
て

は
，

長
期

，
短

期
の

話
し

手
双

方
が

，
機

能

障
害

，
能

力
障

害
お

よ
び

社
会

的
不

利
で

あ
る

と
語

っ
た

．
第

4に
，

長
期

の
話

し
手

に
は

，
受

障

後
の

生
活

の
プ
ロ

セ
ス

の
評

価
を

い
っ

た
ん

見
直

し
て

修
正

す
る

意
味

づ
け

が
あ

っ
た

．
第

5に
，

受
障

期
間

が
数

年
以

上
の

人
に

見
い

だ
さ

れ
る

特
徴

と
し
て

，
障

害
者

と
健

常
者

と
の

間
に

区
分

が
な

い
と

す
る

意
味

づ
け

が
あ

る
．

以
上

か
ら

，
受

障
期

間
が

長
く

な
る

に
つ

れ
て

，
話

し
手

は

新
た

な
不

利
益

に
遭

遇
し

な
が

ら
も

，
新

し
い

肯
定

的
意

味
づ

け
を

見
い

だ
し

た
り

，
1つ

の
肯

定

的
意

味
づ

け
を

多
面

的
に

し
て

い
る

と
い

え
る

.

4
脊

髄
損

傷
患

者
の

急

性
期

に
お

け
る

体
験

松
本

浩
子

, 

泉
キ

ヨ
子

2
3
)

日
本

看
護

研
究

学
会

雑
誌

, 

20
07
年

, 
30
巻

, 
2号

, 

77
-8
5.

脊
髄

損
傷

患
者

が
急

性
期

に
ど

の
よ

う
な

体
験

を
し
て

い
る

の

か
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

回
復

期
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院

に
入

院
あ

る
い

は

通
院

し
て

い
る

脊

髄
損

傷
患

者
6
名

（
10
代

～
70
代

）

半
構

成
的

面
接

を
行

い
，

質
的

帰
納

的
に

分
析

急
性

期
に

お
い

て
，

脊
髄

損
傷

患
者

に
は

，
損

傷
に

よ
る

激
し

い
身

体
の

痛
み

が
生

じ
て

い
た

．

ま
た

，
他

者
の

ペ
ー

ス
に

依
存

し
な

け
れ

ば
生

活
動

作
が

で
き

な
い

つ
ら

さ
を

抱
え

，
家

族
内

に

お
け

る
自

分
の

役
割

を
模

索
し
て

い
た

．
医

療
者

に
対

し
て

感
謝

の
気

持
ち

や
信

頼
感

を
も
つ

一

方
で

，
理

解
し
て

く
れ

な
い

つ
ら

さ
や

失
望

な
ど

相
反

す
る

思
い

を
も

っ
て

い
た

．
そ

し
て

，
自

分
が

生
き

て
い

る
こ

と
を

喜
ん
で

く
れ

た
家

族
や

友
達

，
残

存
能

力
を

認
め

て
く

れ
る

看
護

師
の

存
在

が
生

き
る

希
望

に
つ

な
が

っ
て

い
た

．
こ

れ
ら

か
ら

，
身

体
の

痛
み

や
他

者
に

依
存

し
な

け

れ
ば
な

ら
な

い
つ

ら
さ

を
理

解
し

，
脊

髄
損

傷
患

者
が

生
き

る
意

欲
を

も
て

る
よ

う
な

関
わ

り
に

つ
い

て
の

看
護

介
入

の
視

点
が

示
唆

さ
れ

た
．

5
中

途
身

体
障

害
者

の

心
理

的
回

復
過

程
に

お
け

る
ラ

イ
フ

ス

ト
ー

リ
ー

研
究

：
個

人
的

・
社

会
的

側
面

に
よ

る
仮

説
的

モ
デ

ル
生

成
の

試
み

盛
田

祐
司

, 

阿
部

真
里

子
2
4
)

質
的

心
理

学
研

究
, 
20
07
年

, 

6
巻

, 
1号

, 
98
-1
20
.

中
途

身
体

障
害

者
の

語
り

か
ら

，

本
人

の
体

験
を

個
人

的
側

面
・

社
会

的
側

面
の

両
面

か
ら

考
察

す
る

こ
と

中
途

身
体

障
害

者
2

名
（

高
次

脳
機

能

障
害

者
1名

(3
0代

前
半

)，
疾

病
に

よ

る
脊

髄
損

傷
者

1名

(2
0
代

後
半

)）

徳
田

（
20
04
）

が
述

べ
る

ラ
イ

フ
ス

ト
ー

リ
ー

・
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

方
法

論
を

基
本

と
し
て

質
問

し
た

身
体

障
害

者
の

心
理

的
回

復
に

お
い

て
は

，
ʻ身

体
的

つ
な

が
り
ʼと
ʻ対

人
的

つ
な

が
り
ʼが

重
要

で

あ
る

こ
と

が
見

い
だ

さ
れ

た
．

さ
ら

に
，

そ
の

回
復

過
程

を
表

す
仮

説
的

モ
デ
ル

と
し
て

，
ʻ相

互

作
用
ʼモ

デ
ル

と
ʻ死

と
再

生
ʼモ

デ
ル

を
示

し
た

．

表
３
　
肢
体
不
自
由
（
後
天
性
：
脳
卒
中
な
ど
）
の
当
事
者
に
お
け
る
障
害
受
容
の
先
行
研
究
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 N
o.

タ
イ
ト
ル

著
者

雑
誌
，
発
行
，
巻
，
ペ
ー
ジ

目
的

対
象

方
法

結
果

6
頸
髄
損
傷
者
が
経
験

す
る
社
会
と
の
か
か

わ
り
に
お
い
て
も
た

ら
さ
れ
る
苦
し
み
と

共
生
を
目
指
す
過
程

に
関
す
る
検
討

井
出
(大

河
内
)

彩
子
, 
藤
村
一

美
2
5
)

日
本
地
域
看
護
学
会
誌
, 

20
13
年
, 
15
巻
, 
3号

, 

12
-2
2.

頸
髄
損
傷
者
の
経
験
す
る
社
会

と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
生
じ

る
苦
し
み
と
頸
髄
損
傷
者
が
共

生
を
目
指
す
過
程
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と

外
傷
性
頸
髄
損
傷
者

29
人
（
30
歳
代
～

70
歳
代
）

半
構
造
化
面
接
を
参
加
者
の

自
宅
で
行
い
，
逐
語
録
か
ら

グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
セ
オ
リ
ー

に
基
づ
き
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作

成

参
加
者
は
社
会
と
か
か
わ
る
な
か
で
《
内
在
化
す
る
健
常
者
主
体
の
社
会
規
範
と
の
葛
藤
》
と

《
他
者
と
の
交
流
に
お
い
て
生
じ
る
苦
し
み
》
を
経
験
し
，
《
社
会
規
範
に
沿
っ
た
「
で
き
る
」

の
回
復
》
《
内
在
化
す
る
社
会
規
範
に
対
す
る
客
観
視
》
《
障
害
と
い
う
見
い
だ
さ
れ
た
価
値
の

社
会
に
対
す
る
問
い
か
け
》
と
い
う
共
生
の
過
程
を
経
験
し
て
い
た
．
ま
た
，
健
常
者
と
し
て
の

価
値
観
を
有
す
る
た
め
に
「
自
分
で
で
き
る
」
と
い
う
社
会
規
範
を
遵
守
で
き
な
い
苦
し
み
や
，

他
者
か
ら
の
身
体
障
害
者
に
対
す
る
差
別
的
な
対
応
に
よ
る
苦
し
み
を
経
験
し
て
い
た
．
参
加
者

は
健
常
者
主
体
の
社
会
が
期
待
す
る
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
社
会
か
ら
承
認
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
，
障
害
者
の
自
分
が
健
常
者
の
価
値
観
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
，
否
定
さ
れ

が
ち
な
障
害
の
も
つ
価
値
を
社
会
に
訴
え
て
い
る
参
加
者
も
存
在
し
た
．
健
常
者
志
向
の
強
い
参

加
者
の
障
害
者
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
構
築
を
助
け
る
，
障
害
の
肯
定
的
側
面
に
気
づ
い

て
も
ら
う
た
め
の
個
別
支
援
と
，
能
力
主
義
の
み
に
基
づ
か
な
い
包
括
的
な
価
値
観
を
社
会
が
も

つ
こ
と
を
助
け
る
地
域
づ
く
り
の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
．

7
外
傷
性
在
宅
頸
髄
損

傷
者
の
個
人
誌
の
混

乱
に
み
る
困
難
の
特

徴
と
概
念
構
造
の
検

討

井
出
(大

河
内
)

彩
子
, 
山
崎
喜

比
古
, 
藤
村
一

美
, 
楠
永
敏
惠

2
6
)

民
族
衛
生
, 
20
13
年
, 
79
巻
, 

2
号
 
26
-4
6.

外
傷
性
在
宅
頸
髄
損
傷
者
の
個

人
誌
に
お
い
て
経
験
さ
れ
る
，

困
難
の
特
徴
と
構
造
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と

在
宅
頸
髄
損
傷
者
29

名
（
平
均
年
齢
48
.1

歳
）

半
構
造
化
面
接
を
行
い
，
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
コ
ー
ド
化

し
質
的
分
析

頸
髄
損
傷
者
の
身
体
的
困
難
は
，
運
動
機
能
不
全
と
頸
髄
損
傷
に
随
伴
す
る
症
状
に
よ
る
慢
性
的

な
健
康
管
理
の
必
要
性
と
い
う
二
つ
の
健
康
問
題
に
由
来
す
る
困
難
に
二
分
さ
れ
，
し
か
も
そ
れ

ぞ
れ
の
困
難
に
お
い
て
，
客
観
的
側
面
と
主
観
的
側
面
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
．
そ
し

て
，
身
体
的
困
難
の
客
観
的
側
面
が
，
健
常
を
至
上
と
す
る
社
会
規
範
や
そ
の
内
在
化
と
一
緒
に

な
っ
て
，
彼
ら
の
心
理
的
困
難
や
社
会
経
済
的
困
難
の
発
生
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
新
た
に
明

ら
か
に
し
た
．
さ
ら
に
，
障
が
い
由
来
の
ス
テ
ィ
グ
マ
に
よ
る
心
理
的
苦
痛
が
社
会
関
係
の
縮
小

に
関
係
す
る
一
方
で
，
就
労
困
難
と
い
う
社
会
的
困
難
が
家
族
へ
の
負
債
感
や
無
力
感
と
い
う
心

理
的
困
難
に
影
響
を
与
え
て
お
り
，
頸
椎
損
傷
者
の
身
体
的
・
心
理
・
社
会
的
困
難
は
重
な
り

合
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
．

8
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
脳
卒
中

者
が
語
る
病
い
経
験

に
関
す
る
研
究

 
─
 
医
療
者
と
の
か
か

わ
り
か
ら
“
あ
と
か
ら

病
い
が
わ
か
っ
て
い

く
”
こ
と
 
─

北
尾
良
太
, 
鈴

木
純
恵
, 
土
井
 

香
,清

水
安
子

2
7
)

日
本
看
護
研
究
学
会
雑
誌
, 

20
13
年
, 
36
巻
, 
1号

, 
12
3-

13
3.

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
入
院
中
で
の
医
療
者
と
の

か
か
わ
り
を
通
し
た
，
一
人
ひ

と
り
の
脳
卒
中
者
の
経
験
が
，

ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る

の
か
を
，
当
事
者
の
立
場
に

立
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

脳
卒
中
者
3名

(4
7歳

～
70
歳
代
)

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行

い
，
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
質

的
に
分
析

本
研
究
の
対
象
者
は
，
急
性
期
で
は
自
身
の
意
識
が
お
か
し
い
と
自
覚
し
な
い
．
そ
の
朦
朧
と
し

た
な
か
で
見
た
り
感
じ
た
世
界
や
，
覚
醒
後
に
他
者
か
ら
聞
い
た
自
分
の
状
況
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
，
自
身
の
発
症
時
の
経
験
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
た
．
そ
し
て
，
医
療
者
と
の
か
か
わ
り
を
積

み
重
ね
て
い
く
な
か
で
，
あ
と
で
自
身
の
病
い
の
意
味
が
わ
か
っ
て
き
て
い
た
．
こ
う
し
て
本
研

究
の
対
象
者
は
自
身
の
経
験
を
更
新
し
，
回
復
期
で
の
療
養
行
動
に
反
映
し
て
い
た
．
看
護
師

は
，
日
々
の
看
護
実
践
が
患
者
に
ど
う
反
応
さ
れ
て
い
る
の
か
，
常
に
問
い
続
け
る
姿
勢
を
も
っ

て
か
か
わ
る
必
要
が
あ
る
．

9
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

に
お
け
る
高
次
脳
機

能
障
害
の
あ
る
人
の

対
象
認
識
に
関
す
る

研
究
 
:
 
<受

容
な
き
ま

ま
の
覚
悟
>を

も
っ
て

生
き
る
存
在

林
眞
帆

2
8
)

総
合
病
院
精
神
医
学
, 
 

20
18
年
,3
0巻

, 
2号

, 

10
7-
11
2.

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
本
質
的

な
特
性
を
実
証
的
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と

発
症
後
5年

以
上
経

過
し
，
地
域
で
生
活

を
送
っ
て
い
る
高
次

脳
機
能
障
害
者
2名

（
40
歳
と
50
歳
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
得

た
デ
ー
タ
を
ス
ト
ー
リ
ー
化

し
,高

次
脳
機
能
障
害
と
関

連
す
る
出
来
事
や
経
験
を
抽

出
し
,そ

の
意
味
を
考
察
.ま

た
,本

人
に
よ
る
問
題
解
決

の
仕
方
に
焦
点
を
あ
て
,障

害
受
容
と
の
関
連
か
ら
検
討

納
得
で
き
な
い
感
情
と
や
む
を
え
な
い
行
為
な
ど
相
反
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
内
包
し
な
が
ら
生
き

る
姿
が
抽
出
で
き
た
. 
ま
た
, 
高
次
脳
機
能
障
害
者
は
,障

害
を
受
容
も
拒
否
も
し
な
い
ま
ま
, 
 

「
今
,こ

の
時
」
を
生
き
る
覚
悟
を
も
っ
て
生
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
. 

こ
の
こ
と
は
, 
当
事
者
側
に
立
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
方
法
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な
示
唆

を
与
え
, 
こ
れ
ま
で
障
害
受
容
を
自
明
視
す
る
障
害
者
援
助
に
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
も
の
で

あ
る
.

10
脳
卒
中
片
麻
痺
者
が

生
活
の
な
か
で
麻
痺

手
の
使
用
・
不
使
用

に
い
た
る
過
程

北
村
新
, 
宮
本

礼
子

3
0
)

作
業
療
法
, 
20
19
年
, 
38
巻
, 

1
号
, 
45
-5
3.

脳
卒
中
片
麻
痺
者
が
生
活
の
な

か
で
麻
痺
手
の
使
用
・
不
使
用

に
い
た
る
ま
で
の
主
観
的
体
験

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
り

明
ら
か
に
す
る
こ
と

脳
卒
中
片
麻
痺
者
12

名
（
40
歳
～
74

歳
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行

い
，
戈
木
版
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ

ド
・
セ
オ
リ
ー
・
ア
プ
ロ
ー

チ
を
用
い
て
分
析

脳
卒
中
片
麻
痺
者
は
【
麻
痺
を
呈
し
た
身
体
で
の
生
活
場
面
】
の
な
か
で
，
【
麻
痺
手
を
使
う
必

要
性
の
実
感
】
，
【
健
側
手
で
生
活
が
で
き
る
こ
と
の
実
感
】
，
【
意
識
的
な
麻
痺
手
使
用
の
試

み
】
，
【
意
識
す
る
他
者
の
視
線
】
と
い
う
経
験
を
通
し
て
，
【
麻
痺
手
を
使
用
す
る
手
段
・
場

面
の
選
択
】
と
【
麻
痺
手
を
使
用
し
な
い
手
段
・
場
面
の
選
択
】
に
帰
結
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
．
麻
痺
手
使
用
を
支
援
す
る
う
え
で
，
対
象
者
が
行
う
作
業
の
特
性
や
，
個
人
的
意
味
づ
け
を

考
慮
し
た
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
．



15先天性脳性麻痺者の自己の障害に対する心理過程の研究動向と展望

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N
o.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

，
発

行
，

巻
，

ペ
ー

ジ
目

的
対

象
方

法
結

果

11
理

学
療

法
を

積
極

的

に
取

り
組

ん
で

い
る

障
が

い
を

有
し

た
働

き
盛

り
の

患
者

の
理

学
療

法
へ

の
取

り
組

み
に

対
す
る

意
欲

を

探
求

す
る

喜
多

一
馬

, 
池

田
耕

二
, 
仲

渡

一
美

2
9
)

保
健

医
療

学
雑

誌
, 
20
19
年

, 

10
巻

, 
2号

, 
79
-9
1.

障
が

い
を

有
し

た
働

き
盛

り
の

患
者

の
理

学
療

法
へ

の
取

り
組

み
に

対
す
る

意
欲

を
向

上
さ

せ

る
た

め
の

知
見

を
得

る
こ

と

入
院

患
者

 
(
就

労
中

に
左

上
肢

を
ベ

ル
ト

コ
ン

ベ
ア

に
巻

き
込

 

ま
れ

，
左

腕
神

経
叢

引
き

抜
き

損
傷

と
脊

髄
損

傷
，

左
上

腕
骨

お
よ

び
前

腕
骨

骨
折

を
受

傷
し

た
方

)1
名

 
 

（
40
歳

代
）

解
釈

学
的

現
象

学
的

分
析

と

し
，

半
構

造
化

面
接

を
行

い
，

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

質

的
に

分
析

本
患

者
の

理
学

療
法

へ
の

取
り

組
み

に
対

す
る

意
欲

を
9 
つ

の
テ

ー
マ

か
ら

解
釈

す
る

こ
と

が
で

き
た

．
テ

ー
マ

は
，

半
年

限
定

，
家

族
や

妻
の

存
在

，
男

の
プ

ラ
イ

ド
，

苦
痛

を
意

欲
に

変
化

さ

せ
る

力
，

関
係

性
か

ら
構

成
さ

れ
る

意
欲

等
が

示
さ

れ
た

．
我

々
は

，
こ

れ
ら

に
着

目
し

た
理

学

療
法

実
践

時
の

声
か

け
や

配
慮

，
工

夫
が

理
学

療
法

へ
の

取
り

組
み

に
対

す
る

意
欲

の
向

上
に

大

切
に

な
る

と
結

論
づ

け
た

．

12
慢

性
期

脊
髄

損
傷

者

の
排

便
形

態
と

便
失

禁
の

有
無

が
自

尊
感

情
と

自
己

効
力

感
に

与
え

る
影

響

志
戸

岡
惠

子
, 

内
藤

直
子

3
1
)

日
本

看
護

技
術

学
会

誌
, 

20
19
年

, 
18
巻

, 
26
-3
5.

慢
性

期
脊

髄
損

傷
患

者
の

排
便

形
態

と
便

失
禁

の
有

無
が

自
尊

感
情

と
自

己
効

力
感

に
与

え
る

影
響

を
明

ら
か

に
し

，
看

護
ケ

ア
へ

の
示

唆
を

得
る

こ
と

慢
性

期
脊

髄
損

傷
 

(脊
損

) 
者

11
4人

（
平

均
年

齢
46
.2

歳
）

We
b
調

査
と

質
問

紙
調

査
を

実
施

．
得

ら
れ

た
デ
ー

タ
を

統
計

解
析

ソ
フ

ト
I
BM
 

S
P
S
S
 
S
ta
ti
st
ic
s（

Ve
r.
 

22
.0
）

を
使

用
し

，
分

析

慢
性

期
脊

髄
損

傷
者

の
排

便
形

態
と

便
失

禁
は

，
自

尊
感

情
の

低
下

に
影

響
を

与
え
て

い
た

．

慢
性

期
脊

髄
損

傷
者

は
，

便
失

禁
の

発
生

頻
度

と
影

響
度

か
ら

対
処

行
動

や
問

題
解

決
行

動
を

行
っ
て

い
る

こ
と

が
自

尊
感

情
に

影
響

を
与

え
て

い
た

．

慢
性

期
脊

髄
損

傷
者

は
，

自
ら

選
択

し
た

排
便

形
態

や
失

禁
頻

度
と

影
響

度
か

ら
対

処
行

動
や

問

題
解

決
行

動
す
る

こ
と

で
適

応
し
て

い
る

こ
と

が
，

自
己

効
力

感
に

影
響

を
与

え
て

い
た

.

13
私

の
障

害
受

容
―

発

症
10
年

目
を

過
ぎ
た

脳
卒

中
当

事
者

と
し

て
今

思
う

こ
と

―

関
啓

子
3
2
)

Th
e 
J
ap
an
es
e 
J
ou
r
n
al
 
of
 

R
eh
ab
il
it
at
io
n
 
M
ed
ic
in
e,
 

20
20
年

, 
57
 
巻

, 
10
号

, 

92
0-
92
9.

本
論

は
20
19
年

第
56
回

日
本

リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

学
会

に

お
け

る
教

育
講

演
「

障
害

受

容
」

に
登

壇
し

た
パ

ネ
リ

ス
ト

全
員

に
依

頼
さ

れ
た

原
稿

を
ま

と
め

た
も

の
う

ち
，

脳
卒

中
当

事
者

の
語

り
を

整
理

し
た

も
の

脳
卒

中
当

事
者

（
現

在
60
代

後
半

）

発
症

後
「

10
 
年

」
の

節
目

を
越

え
た

慢
性

期
脳

卒
中

当

事
者

（
S
T）

で
あ

る
自

身

の
体

験
を

語
り

の
中

か
ら

整

理

高
次

脳
機

能
障

害
は

専
門

家
と

し
て

も
っ
て

い
た

「
知

識
・

病
識

・
意

識
」

の
お

か
げ

で
大

半
は

早
期

に
消

失
し

，
現

時
点

で
は

利
き

手
で

あ
る

左
上

肢
の

麻
痺

と
軽

度
の

発
話

障
害

が
残

存
し
て

い
る

．
発

症
時

，
自

分
が

負
っ

た
障

害
に

対
し
て

筆
者

は
悔

し
い

，
寂

し
い

，
腹

立
た

し
い

，
な

ど
の

負
の

感
情

を
抱

い
た

一
方

で
，

前
向

き
な

感
情

も
あ

っ
た

．
臨

床
家

と
し
て

の
経

験
か

ら
，

当
事

者
は

自
分

の
障

害
を

残
り

の
人

生
を

か
け

て
負

わ
ね

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

筆
者

は
知

っ
て

お

り
，

過
去

の
経

緯
と

考
え

併
せ

，
今

後
自

分
の

経
験

を
語

る
こ

と
に

よ
っ
て

他
者

に
貢

献
す
る

こ

と
が

自
分

の
役

割
と

判
断

し
，

発
症

直
後

か
ら

音
声

，
動

画
，

日
記

な
ど

で
経

験
を

記
録

し
書

籍
2

冊
に

ま
と

め
た

．

筆
者

の
「

障
害

受
容

」
は

当
事

者
の

内
側

か
ら

の
「

バ
リ

ア
バ

リ
ュ

ー
」

（
障

害
を

価
値

に
変

え

る
）

と
い

う
考

え
方

に
集

約
で

き
る

．
今

後
，

障
害

が
あ

っ
て

も
，

「
役

割
を

自
覚

し
，

障
害

を

価
値

に
変

え
る

」
生

き
方

を
し

，
社

会
に

貢
献

し
て

い
き

た
い

．

14
頸

髄
損

傷
者

の
社

会

と
の

関
わ

り
合

い
を

形
成

す
る

プ
ロ

セ

ス
：

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
に

焦
点

を
あ

て
て

佐
久

間
桃

子
, 

小
澤

温
3
3
)

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
連

携

科
学

, 
20
21
年

, 
22
巻

, 
1号

,

12
-
22
.

頸
髄

損
傷

者
が

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
施

設
で

の
生

活
を

経
て

地
域

に
戻

り
, 
ソ

ー
シ

ャ
ル
メ

デ
ィ

ア
を

通
し
て

社
会

と
の

関

わ
り

合
い

を
形

成
す
る

プ
ロ

セ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

受
傷

歴
10
年

以
上

の

頸
髄

損
傷

者
10
名

（
20
代

～
30
代

）

面
接

調
査

 
(必

要
に

応
じ

て

電
話

等
を

通
し
て

の
調

査
) 

を
行

い
, 
修

正
版

グ
ラ

ウ
ン

デ
ッ

ド
・

セ
オ

リ
ー

・
ア

プ

ロ
ー

チ
を

用
い

て
分

析

頸
髄

損
傷

者
は

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

通
し
て

, 
≪

受
傷

に
よ

っ
て

閉
じ

か
け

た
社

会
の

入
り

口

を
開

け
る

≫
と

同
時

に
, 
≪

同
級

生
と

の
比

較
に

お
い

て
生

じ
る

苦
し

み
≫

を
経

験
し
て

い
る

. 
こ

れ
ら

の
生

じ
た

苦
し

み
が

消
え

る
こ

と
は

な
い

が
, 
≪

“
健

常
者

”
と

“
障

害
者

”
の

壁
へ

の
気

づ

き
≫

の
な

か
で

【
“
健

常
者

”
と

“
障

害
者

”
の

意
見

を
俯

瞰
し
て

見
る

】
を

繰
り

返
し

, 
≪

具
体

的
に

社
会

と
関

わ
り

合
う

た
め

の
ソ

ー
シ

ャ
ル
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

≫
に

至
る

. 
つ

ま
り

，
ソ

ー
シ

ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
は

, 
社

会
と

の
関

わ
り

合
い

に
困

難
を

抱
え

る
者

へ
の

一
助

に
な

り
得

る
と

い
え

る
.

15
脳

卒
中

に
よ

り
半

身

麻
痺

と
な

っ
た

女
性

が
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン

シ
ョ

ー
を

通
し
て

障

害
の

捉
え

方
が

変
化

し
て

い
く

心
理

プ
ロ

セ
ス

金
原

衣
理

子
, 

笹
田

哲
3
4
)

質
的

心
理

学
研

究
, 
20
23
年

, 
 

22
巻

, 
1号

, 
36
9-
38
7.

脳
卒

中
に

よ
り

半
身

麻
痺

と

な
っ

た
女

性
が

，
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

へ
の

参
加

と
い

う
体

験
を

き
っ

か
け

に
，

ど
の

よ
う

に
心

理
・

行
動

が
変

化
し

た
の

か
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

脳
卒

中
者

4名
（

40

代
～

50
代

）

半
構

造
化

面
接

を
行

い
，

複
線

径
路

・
等

至
性

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Tr
aj
ec
to
r
y
 

E
q
u
if
in
al
it
y
 
A
p
p
r
oa
ch
;
 

TE
A
）

を
用

い
て

，
個

々
の

対
象

者
の

径
路

の
多

様
性

を

描
い

た

対
象

者
は

脳
卒

中
の

発
症

に
よ

り
，

洋
服

は
「

着
ら

れ
れ

ば
よ

い
も

の
」

と
な

り
，

周
囲

か
ら

の

視
線

に
ネ

ガ
テ
ィ

ブ
な

感
情

を
抱

い
て

い
た

．
前

向
き

な
障

害
者

と
の

出
会

い
が

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

シ
ョ

ー
へ

の
参

加
を

決
意

す
る

き
っ

か
け

と
な

り
，

準
備

期
間

に
は

他
の

参
加

者
と

の
関

係
性

の

中
で

自
己

を
見

つ
め

直
し

，
障

害
者

で
あ

る
こ

と
に

対
し

よ
い

意
味

で
「

開
き

直
る

」
「

吹
っ

切

れ
る

」
経

験
を

し
た

者
も

い
た

．
そ

し
て

，
本

番
当

日
に

は
ヘ

ア
メ

イ
ク

と
衣

装
で

華
や

か
に

装

い
，

い
つ

も
と

は
違

う
自

分
を

発
見

し
，

様
々

な
想

い
を

胸
に

ラ
ン

ウ
ェ

イ
を

歩
い

た
．

本
番

終

了
後

に
は

お
洒

落
の

楽
し

み
方

が
変

化
し

，
家

族
や

仲
間

と
新

た
な

や
り

た
い

こ
と

に
挑

戦
す
る

中
で

〈
一

人
じ

ゃ
な

い
と

思
う

〉
こ

と
が

で
き

，
周

囲
か

ら
の

視
線

が
抑

圧
的

に
働

か
な

く
な

っ

て
い

た
．

最
終

的
に

は
，

障
害

が
あ

る
か

ら
こ

そ
得

ら
れ

た
自

身
の

経
験

を
活

か
し

，
同

じ
よ

う

に
悩

ん
で

い
る

人
の

た
め

に
活

動
を

実
践

し
て

い
る

こ
と

が
語

ら
れ

，
自

身
の

障
害

の
捉

え
方

に

変
化

が
生

ま
れ
て

い
た

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

．
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N
o.

タ
イ

ト
ル

著
者

雑
誌

，
発

行
，

巻
，

ペ
ー

ジ
目

的
対

象
方

法
結

果

1
生
涯
発
達
か
ら
見
る

「
軽
度
」
肢
体
障
害
者

の
障
害
の
意
味

―
重
度
肢
体
障
害
者
と

健
常
者
と
の
狭
間
の
ラ

イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
よ
り
―

田
垣
正
晋

20
)

質
的
心
理
学
研
究
,
 2
00
2年

,
 

1
巻
,
 1
号
,
 3
6-

54
.

「
軽
度
」
肢
体
障
害
者
に
お
け
る

障
害
の
意
味
づ
け
に
つ
い
て
，
生

涯
発
達
の
観
点
か
ら
，
健
常
者
中

心
の
環
境
に
お
け
る
困
難
と
，
障

害
を
持
つ
他
者
と
の
関
係
性
に
焦

点
を
当
て
て
検
討
す
る
こ
と

一
般
就
労
を
し
て
い
る
脳
性

麻
痺
の
対
象
者
3名

（
26
歳

と
30
歳
，
35
歳
）

半
構
造
化
面
接
を
行
い
，
面
接

で
得
ら
れ
た
各
ラ
イ
フ
ス
ト
ー

リ
ー
を
，
「
通
時
的
変
化
」
と

「
現
状
」
と
い
う
時
間
枠
か
ら

分
析

自
己
と
障
害
と
の
関
係
の
変
化
プ
ロ
セ
ス
が
語
ら
れ
た
．
そ
れ
は
「
障
害
を
常
態
視
」
→
「
脱
価
値
的
な
体

験
へ
の
対
処
」
→
「
障
害
を
自
己
の
中
心
に
位
置
づ
け
る
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
．
ま
た
，
対
象
者
は
，
障

害
の
種
類
や
程
度
に
基
づ
き
な
が
ら
，
障
害
を
持
つ
他
者
と
同
類
意
識
を
持
っ
て
い
た
．
さ
ら
に
，
健
常
者

中
心
の
環
境
に
お
け
る
困
難
と
は
，
障
害
が
他
者
に
伝
わ
り
に
く
い
が
ゆ
え
に
，
配
慮
を
受
け
に
く
い
こ
と

だ
っ
た
．
こ
の
た
め
場
合
に
よ
っ
て
は
，
介
助
を
必
要
と
す
る
際
，
「
軽
度
」
肢
体
障
害
者
は
「
障
害
の
呈

示
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
陥
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
た
．

2
言
語
障
害
を
伴
う
脳
性

麻
痺
者
の
長
期
予
後
に

関
す
る
研
究
（
１
)

―
言
語
機
能
と
障
害
認

識
の
面
か
ら
―

鈴
木
真
知
子
,
 

池
田
浩
明
,
 

広
川
律
子

10
)

 藤
女
子
大
学
QO
L研

究
所
紀

要
,
 2
01
2年

,
 7
巻
,
 1
号
,
 

67
-
75
.

言
語
障
害
を
有
す
る
ア
テ
ト
ー
ゼ

型
脳
性
麻
痺
者
に
，
面
接
調
査
を

実
施
し
，
言
語
障
害
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
自
己
の
障
害
認
識
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

ア
テ
ト
ー
ゼ
型
脳
性
麻
痺
者

8
名
（
25
歳
～
49
歳
）
.

知
的
に
は
境
界
線
か
ら
正
常

範
囲
の
者
，
か
つ
，
後
期
中

等
教
育
以
上
を
受
け
た
者
に

限
定
.

面
接
調
査
を
実
施
し
，
そ
の
内

容
を
質
的
に
分
析

(
1)

 8
名
全
員
が
現
在
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
，
加
齢
に
よ
る
障
害
の
重
度
化
は
，
そ
れ
ほ
ど
進
行

し
て
い
な
か
っ
た
．
し
か
し
，
幼
少
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
痛
か
っ
た
，
辛
か
っ
た
」
と
い
う
思

い
が
強
く
残
っ
て
お
り
，
保
護
者
の
強
い
期
待
の
も
と
歩
く
こ
と
を
目
標
に
ひ
た
す
ら
努
力
し
た
．

(
2)

 8
名
中
6名

が
幼
少
期
の
言
語
療
法
の
内
容
を
記
憶
し
て
い
な
か
っ
た
．
一
方
で
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
場
面
で
は
差
別
や
い
じ
め
を
受
け
た
り
し
た
記
憶
は
現
在
も
強
烈
に
残
っ
て
い
た
．
し
か
し
，
現
在
は
粘

り
強
く
具
体
的
対
処
を
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
．

(
3)

 全
員
が
何
ら
か
の
社
会
参
加
を
し
て
お
り
，
こ
れ
ら
が
各
自
の
言
語
能
カ
の
発
達
を
促
し
て
き
た
．

(
4)

 精
神
面
で
の
成
熟
度
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
，
こ
れ
ま
で
の
成
長
過
程
で
親
と
葛
藤
が
な
か
っ
た
，

反
抗
期
が
な
か
っ
た
と
返
答
し
た
人
が
半
数
以
上
い
た
．

(
5)

 自
己
の
障
害
に
気
づ
い
た
時
期
は
，
3,

 4
歳
が
多
か
っ
た
．
気
づ
き
の
き
っ
か
け
は
「
歩
く
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
い
う
点
で
あ
っ
た
．
兄
弟
の
発
達
と
比
較
し
，
自
分
の
障
害
に
気
づ
い
た
こ
と
も
多
か
っ
た
．

本
研
究
の
対
象
者
は
，
言
語
障
害
や
運
動
機
能
障
害
を
客
観
的
に
認
識
し
た
う
え
で
受
容
し
，
日
常
の
生
活

で
は
，
様
々
な
困
難
は
あ
る
が
工
夫
し
つ
つ
，
真
摯
に
向
き
合
い
努
力
し
て
い
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
．

3
言
語
障
害
を
伴
う
脳
性

麻
痺
者
の
長
期
予
後
に

関
す
る
研
究
（
２
)

―
言
語
機
能
と
障
害
認

識
の
面
か
ら
―

鈴
木
真
知
子
,
 

広
川
律
子

52
)

藤
女
子
大
学
QO
L研

究
所
紀

要
,
 2
01
3年

,
 8
巻
,
 1
号
,
 

67
-
76
.

今
回
は
，
前
回
の
調
査
内
容
を
踏

襲
し
，
対
象
者
数
を
増
加
し
，
言

語
障
害
を
有
す
る
ア
テ
ト
ー
ゼ
型

脳
性
麻
痺
者
に
，
言
語
障
害
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
自
己
の
障
害
認

識
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

ア
テ
ト
ー
ゼ
型
脳
性
麻
痺
者

10
名
（
27
歳
～
59
歳
）
.

知
的
に
は
境
界
線
か
ら
正
常

範
囲
の
者
，
か
つ
，
後
期
中

等
教
育
以
上
を
受
け
た
者
に

限
定
.

面
接
調
査
を
実
施
し
，
そ
の
内

容
を
質
的
に
分
析

(
1)

 対
象
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
比
較
的
良
好
に
継
続
さ
れ
て
い
る
事
は
，
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
．
し
か
し
，
運
動
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
，
歩
行
が
不
可
能
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
や
思
春
期
以
降
に
心
身
症

を
発
症
し
た
者
が
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
．

(
2)

 自
己
の
障
害
覚
知
に
つ
い
て
は
，
ほ
と
ん
ど
が
「
独
歩
出
来
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
主
で
あ
り
，
そ
れ

に
比
べ
て
，
自
己
の
言
語
障
害
に
つ
い
て
幼
少
時
に
自
覚
し
て
い
た
者
は
少
数
で
あ
っ
た
．

(
3)

 彼
ら
の
運
動
機
能
が
，
20
歳
前
後
に
落
ち
て
い
る
の
に
対
し
て
，
言
語
機
能
は
落
ち
て
い
な
か
っ
た
．

ま
た
，
彼
ら
は
P
T
 が

苦
痛
を
伴
う
も
の
と
記
憶
し
て
い
る
の
に
対
し
て
，
S
T
 を

「
楽
し
か
っ
た
」
と
受
け

止
め
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
．

(
4)

 1
0名

の
う
ち
5
名
が
，
AA
C
な
ど
の
代
替
手
段
を
補
助
的
あ
る
い
は
全
面
的
に
使
用
し
て
い
た
．

本
調
査
で
は
，
年
齢
層
が
前
回
よ
り
高
い
た
め
か
，
生
活
環
境
や
社
会
経
験
の
制
約
に
よ
る
会
話
内
容
の
未

成
熟
さ
が
目
立
っ
た
．
ま
た
，
現
時
点
で
は
言
語
障
害
や
運
動
機
能
障
害
を
受
容
し
て
い
る
も
の
の
，
思
春

期
前
後
に
運
動
機
能
の
退
行
や
精
神
症
状
な
ど
を
体
験
し
た
者
が
一
定
数
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
．

4
自
己
受
容
に
悩
む
ア
テ

ト
ー
ゼ
型
脳
性
麻
痺
児

に
対
す
る
読
書
を
通
し

た
か
か
わ
り
に
関
す
る

事
例
研
究

小
西
一
博

53
)

教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
,
 

20
20
年
,
 1
0巻

,
 1
号
,
 1
1-

18
.

学
校
教
育
現
場
に
お
い
て
自
己
受

容
に
悩
む
ア
テ
ト
ー
ゼ
型
脳
性
麻

痺
児
に
対
し
読
書
を
通
し
た
か
か

わ
り
に
よ
る
支
援
を
す
る
こ
と
で
，

対
象
児
に
ど
の
よ
う
な
心
理
的
変

容
が
み
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と

小
学
3年

生
の
ア
テ
ト
ー
ゼ

型
脳
性
麻
痺
児
（
9歳

）

支
援
期
間
中
に
得
ら
れ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
記
録
を
も
と
に
，
読
書

を
通
し
た
か
か
わ
り
に
よ
っ
て

み
ら
れ
た
対
象
児
の
心
理
的
変

容
過
程
を
記
述
し
，
分
析
し
た

対
象
児
は
当
初
，
移
動
機
能
障
害
を
抱
え
て
い
る
自
分
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
，
自
由
に
歩
く
こ
と

が
で
き
る
友
達
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
羨
ん
で
い
た
．
そ
の
た
め
，
自
分
の
よ
さ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず

に
い
た
．
し
か
し
，
読
書
を
通
し
た
か
か
わ
り
を
継
続
す
る
こ
と
で
，
他
者
と
比
べ
な
が
ら
自
分
の
よ
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
．
そ
し
て
，
次
第
に
他
者
と
比
較
せ
ず
に
自
分
な
り
に
よ

さ
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
変
容
し
た
．
最
終
的
に
は
，
憧
れ
る
友
達
の
よ
う
に
な
る
必
要
性
が
な
い
こ
と

に
気
づ
き
，
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
．
さ
ら
に
は
，
自
分
が
こ
の
世
に

生
を
受
け
た
意
味
に
つ
い
て
も
，
自
分
な
り
の
答
え
を
見
出
し
，
自
分
の
よ
さ
を
大
事
に
し
て
い
こ
う
と
す

る
 姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
．

表
４
　
先
天
性
の
肢
体
不
自
由
（
脳
性
麻
痺
）
の
当
事
者
に
お
け
る
障
害
受
容
の
先
行
研
究
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性麻痺　障害受容」に決定し，その検索キーワード
を J-STAGE や CiNii，Google Scholar に入力し，
再度検索を行った．その結果，表4の No.2から No.4
の論文3件を新たに抽出した．
　表4は，先天性の肢体不自由（脳性麻痺）の当事
者における障害受容の先行研究を7つの観点から整
理し，表示した． No.120）の論文は，「軽度」肢体障
害者における障害の意味づけについて，生涯発達の
観点から検討することを目的として，脳性麻痺者3
名（26歳～35歳）を対象に半構造化面接を行い，各
ライフストーリーを時間枠から分析したものであっ
た．その結果，自己と障害との関係の変化プロセス
が語られ，「障害を常態視」→「脱価値的な体験へ
の対処」→「障害を自己の中心に位置づける」とい
うものであった．また，対象者は，障害の種類や程
度に基づきながら，障害を持つ他者と同類意識を
持っていたことがわかった．
　No.210）と No.352）の論文は，言語障害などをはじめ
とする自己の障害認識について明らかにすることを
目的として，アテトーゼ型脳性麻痺者18名（25歳～
59歳）を対象にインタビュー調査を行い，得られた
データを質的に分析したものであった．その結果，
本研究の対象者は，3, 4歳時に「歩くことができな
い」という点や兄弟姉妹との発達の比較で自己の障
害に気づき，年齢を重ねる中で言語障害や運動機能
障害を客観的に認識したうえで受容し，日常の生活
では，様々な困難はあるが工夫しつつ，真摯に向き
合い努力している姿勢が見られた．
　No.453）の論文は，読書を用いた支援を通じて，対
象児にどのような心理的変容がみられるかについて
検討することを目的とし，アテトーゼ型脳性麻痺児
1名（9歳）を対象に，エピソード記録から心理的変
容過程を分析したものであった．その結果，移動機
能障害を抱えている自分を受け入れることができな
かった対象児が，読書を通したかかわりを継続する
ことで，他者と比べながら自分のよいところを見つ
けることができるようになり，さらに他者と比較せ
ずに自分なりによさを見つけられるように変容した
ことが分かった．

４．考察
４．１　�各年代における各障害種等の論文数について
　障害のある当事者の障害受容に関する研究は，
1999年以前に見られなかったが，2000年以降に多様
な障害種に広がり，総数も増加していた．これは，
2007年の特別支援教育の開始などに加えて，2001年
から当事者研究が開始されたことが一つの要因と考
えられる．当事者研究とは，精神障害をかかえた当

事者の地域活動拠点である北海道浦河町の「浦河べ
てるの家（以下，べてる）」で生まれたもので，仲
間と共に自分の苦労の特徴を語り合う中で，自らの
症状における苦労の規則性や自己対処方法などを研
究・実践していくものである54）．現在では ASD の
当事者研究がさかんに行われている．このように障
害のある当事者本人が自身の障害を見つめ，同じ障
害のある者同士で語り合う中で自己対処方法をみつ
けていく取り組みは，本研究の目的である「自己の
障害に対する心理過程を明らかにすること」に類似
性があるといえる．先天性脳性麻痺者であり当事者
研究の研究者でもある熊谷は，マイノリティが研究
に参加する意味として，教育や研究現場のバリアフ
リー化が，学知にとって最も重要な条件である客観
性を徹底するうえで，なくてはならない要素である
と述べている55）．つまり，当事者研究は，今まで当
事者の語りを専門家が解釈してきた研究領域に，当
事者自身が参加することで主観のありようにも，客
観のありようにも，多様性を認めることにつながる
といえる．今後は，当事者研究も含めて，レビュー
を行う必要性があると考えられる．
４．２　�事故や病気など後天性の障害の当事者にお

ける障害受容について
　後天性の肢体不自由（脳卒中など）の当事者にお
ける障害受容の論文では，Cohn の障害受容論56）や
上田の障害受容の5段階説57）などの従来の障害受容
論が適応できる結果となった．上田57）は，障害受容
の5段階説を提唱し，第1段階がショック期，第2段
階が否認期（「怒り・うらみ」と「悲嘆・抑うつ」），
第3段階が混乱期，第4段階が解決への努力期，第5
段階が受容期で，リハビリテーションを受ける患者
さんの障害受容に至る複雑な心理状態をよく理解す
ることが適切な支援の基本であると述べている．こ
れらのことから，後天性の障害の当事者に対して支
援・指導する際には，障害受容の心理過程の状態の
把握や段階に応じた関わりが重要であるといえる．
また，自身の障害を受容するまでには，多くの時間
が必要であることも先行研究3,21）から分かった．さら
に，田垣3）や松本と泉23），盛田と阿部24），北尾ら27）， 
喜多ら29），金原と笹田34）では，「他者との関わり」
の重要性を指摘している．中でも，同じ障害を持つ
当事者同士の関わりのなかでの気づきが，「自己」
を見つめる際にポジティブな変化につながった事 
例34）は，重要な示唆であるといえる．同じ障害を持
つ当事者同士の関わりを意図的に設ける取り組み
は，教育現場だけでなく，医療現場でも活用できる
と考えられ，今後の研究実践に期待したい．
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４．３　�先天性の肢体不自由（脳性麻痺）の当事者
における障害受容について

　本研究の検索キーワードでは，先天性の肢体不自
由の当事者における障害受容に関する論文は田垣20）

の1件のみであった．そのため，検索条件を変えて
再度論文抽出を行うことで4件となった．この結果
から，先天性の肢体不自由の当事者における障害受
容に関する研究は，後天性の肢体不自由の当事者に
おける障害受容に関する研究と比べて，非常に少
ないことが明らかとなった．また，障害受容の過程
では，自己の障害に気づいた時期は，3，4歳が多
く，気づきのきっかけは，「歩くことができない」
という点であった．彼らは，受傷したことで親を恨
んではいないと述べ，原因を究明しても障害が治る
わけでないことも自覚しており，障害を受け入れ，
従っていかざるを得ないと考える，半面で，前向き
に生きようという意欲も旺盛であった．つまり，生

まれた時から障害を持っているために，障害への気
づきが低年齢であり，障害を常態視していることが
分かった．このことから，従来の障害受容論では説
明のつかない，独自の障害受容過程があると示唆さ
れる．また，進学や就職などの変化の際に，自分と
他者の違いを感じたケースが複数見られた．そのよ
うな場合でも，自分の障害を客観的に認識したうえ
で受容し，様々な困難に対して対処行動を積極的に
とっている様子が分かった．これらのことから，
先天性の脳性麻痺などの障害受容過程をさらに調査
し，その時々の困難の対処方法や支援者のよりよい
関わりについて明らかにすることこそ，今の時代に
求められているといえる．更に，先天性の脳性麻痺
者自身が仲間と共に語り合う中で自己対処方法をみ
つけていく，当事者研究の取り組みも求められてお
り，今後の研究の発展に期待したい．
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Abstract

　The purpose of this study was twofold: first, to review previous studies on “disability acceptance” and “disability 
perception” among persons with disabilities and to summarize them by disability type; second, to clarify how “persons 
with acquired disabilities due to accidents or illnesses that resulted in physical disabilities” and “congenital cerebral 
palsy” have accepted their own disabilities during their lives. A search of J-STAGE using the keywords “parties 
with disabilities”, “acceptance of disabilities”, resulted in the extraction of 43 articles. Since 2000, research on 
disability acceptance among persons with disabilities has spread to a variety of disability types, and the total number 
of articles has increased significantly. We also found that the number of papers on disability acceptance by persons 
with congenital disabilities was smaller than that of papers on disability acceptance by persons with acquired 
disabilities due to accidents or illnesses that resulted in limb disabilities. Furthermore, the results of disability 
acceptance in the acquired limb disabled persons showed that the conventional disability acceptance theory of Cohn, 
Ueda, and others could be applied, but the congenital cerebral palsy persons regarded their disability as normal. In 
other words, the results suggest that congenital cerebral palsy patients have their own unique disability acceptance 
process, which cannot be explained by the conventional disability acceptance theory.
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